








▲昭和21年の七間町　セントラル劇場（昔の電気館）

▲現在の七間町。映画館跡地には、新たにビルが建設される予定だ。 ▲平成13年　静岡オリオン座・静岡有楽座（上）と
　静岡ミラノ座（下）。七間町のシンボルとして長
　年愛されたが、平成23年に惜しまれつつも閉館。

　映画は、今や私達の生活に欠かせない代表的な娯楽。
「街かど」の中でも、第2号、第14号、第21号、第25号と、
過去何度も記事の中で静岡の映画館を取り上げてい
る。しかし、映画を取り巻く環境は日々変化しており、
私達の町もその例外ではない。ここでは、過去の「街
かど」の記事を振り返りながら、静岡市の映画館文化
の変容について考察していきたい。

　今や映画はテレビや DVD、イン
ターネットなど多様なメディアで観
ることができ、私達の映画との付き
合い方は大きく変化している。また
映画自体も、無声からトーキーへ、
白黒からカラーへ、そして３Dへと、
絶えず変化し続けている。
　古き良き映画館が街から消えゆ
くことは寂しいことだが、環境が変
わっても、映画は変わらず私達の生
活に潤いをもたらす大切な存在で
あり続けるであろう。

　映画は明治28年（1895年）頃発明され、「活動写真」とし
て日本で紹介された。その後、当時大衆娯楽として賑わいを
見せていた「芝居小屋」や「寄席」は次々と活動写真館に変わり、
映画館文化が始まった。昭和20年代後半から30年代前半に
かけて全盛期が到来し、映画館の年間入場者数は当時の日本
人口の約10倍である11億人に達した。
　静岡では、明治 30 年（1900 年）に若竹座（現在の常盤公
園周辺にあった芝居小屋）の前身である玉川座で最初の活動
写真が上映された。全盛期には、市内各地に 30 近い映画館
が存在したという。

　かつては市内各地に映画館があったとはいえ、映画館のあ
る街としてなじみ深いのはやはり七間町だろう。もともと芝居
小屋で賑わいを見せていた七間町周辺は、映画の登場により
映画館街へと変貌していった。大正8年（1919年）には現「静
活株式会社」の前身である「静岡活動写真株式会社」が創立
され、七間町に洋画専門の「キネマ館」をオープン。映画館の
ある街・七間町の基礎が出来上がった。

　全盛期は最大の大衆娯楽として親しまれていた映画だが、
昭和33年頃をピークに映画館入場者数は大幅に減少し始め
る。昭和 28年に登場したテレビの普及による影響である。か
つては映画館で見逃せばその映画は本当にもう二度と観るこ
とができなかったが、テレビやビデオで観ることができるよ
うになると、人々の映画館離れは顕著になった。

　映画館の入場者数が減る中、平成 5年に新たな形の映画館
であるシネマ・コンプレックス（シネコン）が日本で初めてオー
プンした。シネコンとは10 前後のスクリーンを持つ複合映画
館のことで、作品の選択肢も多く快適な設備が整っているこ
とから、世界的に主流になりつつある。
　静岡市内では、平成11年にエスパルスドリームプラザ内に
「MOVIX清水」がオープンし、多くの市民の人気を集めている。
また平成 23 年には、新静岡セノバ内に10ものスクリーンを
擁する「シネシティ ザート」がオープンした。
　「シネシティ ザート」のオープンに伴って七間町の静活系
の映画館は閉館し、映画館群は静岡東宝会館を残すのみと
なってしまった。かつてのシネマストリート・七間町は再開発
され、今後ビジネスビルが建設される予定である。

　「安東」の名は、賤機山に沿って流れていた安倍川の東側の地域であることか
らつけられたと言われている。かつては広大な湿地帯で一面に田畑が広がって
いたという安東だが、今では閑静な住宅街として知られている。また、徳川家
康が駿府城在城の頃、このあたりには「駿府薬園」という江戸幕府の薬草園が
あり、約4300坪の敷地内に薬草木 100種余りが栽培されていたという。現静清
信用金庫安東支店前には、駿府薬園跡の石碑が残されている。
　安東地区の西側にあるのは、直径 10 メートルもある大きな花時計がシンボル
の、自然豊かな城北公園。ここにはかつて静岡大学の前身のひとつである旧制
静岡高等学校があった。大学発足後、校地は静岡大学文理学部のキャンパスと
して継承されたが、昭和 43年には大学は大谷に移転し、跡地は整備されて城北
公園となった。
　公園内には静岡市立中央図書館も併設されており、静岡市民の学びの場とし
ても親しまれている。 ▲緑豊かな城北公園

　かつて徳川家康に仕えた鷹匠が居住したことからこの名が付い
たとも言われる鷹匠。「静岡の代官山」と言われることもあるこ
の街には、お洒落で小粋なお店が建ち並ぶ。第29号で鷹匠を取り
上げたのは平成19年のことで、鷹匠の老舗のお店やお洒落なお店、
鷹の市フリーマーケットの様子などを紹介した。
　その鷹匠に平成23年に登場したのが、「新静岡セノバ」である。
前身の「新静岡センター」がオープンしたのは昭和41年。新静岡
駅の駅ビルとして、実に40年以上も愛されたショッピングセンター
は惜しまれつつも取り壊され、映画館や大型電気店を兼ね備えた
新たなビルに生まれ変わった。県内初出店となるテナントも多く、
静岡市民だけでなく市外の人々にとっても新たなショッピングス
ポットとして賑わいを見せている。
　それ以外にも年々魅力的なお店がオープンし進化し続けている
鷹匠は、目が離せない街のひとつだ。 ▲新静岡駅の駅ビル「新静岡セノバ」

▲市内最大の滝「安倍の大滝」

▲「奥静岡ガイドマップ オクシズ」では、
　オクシズのおすすめスポットや自然景観
　が紹介されている。

　東海道の宿場町や城下町としてのイメージが色濃い静岡市だが、実
は市街地の面積は全体の20％程度で、そこに95％の人が生活している。
市の面積の大半は豊かな自然の残る山間地域で、そこには歴史ある文
化や美しい景観が今も残っている。
　平成22年頃より、静岡市ではその山間地域に「奥静岡」＝「オクシズ」と
いう愛称を付け、その魅力を知ってもらおうと PRしている。「オクシズ」は
大まかに4つのエリアに分けられており、「安倍奥エリア」はそのひとつだ。
　市街から安倍街道を北上すること約50㎞、安倍奥の最深部、安倍川
の源流近くに、1700年もの歴史を持つと言われる温泉郷・梅ヶ島温泉が
ある。静岡駅から車で約 1 時間 45 分、なんとここもまだ葵区だとい
うから驚きだ。梅ヶ島周辺にはそれぞれ趣の違う数多くの滝があり、
中でも「安倍の大滝」は「日本の滝百選」にも選定されている名瀑だ。
　また、安倍川流域に遠い昔「安倍七騎」と呼ばれる七人の侍がい
たという伝説があり、第 30 号ではその伝説についても考察している
ので、興味がある方はぜひ読んでみてほしい。

▲城北公園内には北海道を走っていた
　というSLも展示されている。

▲

　
　

Pick  Up!

Vol.
23

Vol.
29

Vol.
30

静
岡
市
の
歴
史

市
内
特
集

葵
　
　
区

復
活
・
あ
の
日
あ
の
時

映
画
の
あ
る
ま
ち

駿
　
河
　
区

が
ん
ば
る
人
た
ち

清
　
水
　
区

ア
ン
ケ
ー
ト

in
fo
rm
at
io
n

静
岡
市
の
歴
史

市
内
特
集

葵
　
　
区

復
活
・
あ
の
日
あ
の
時

映
画
の
あ
る
ま
ち

駿
　
河
　
区

が
ん
ば
る
人
た
ち

清
　
水
　
区

ア
ン
ケ
ー
ト

inform
ation

08  -  machikado machikado  -  09










